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コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
会
員
の
皆

さ
ま
、
お
元
気
で
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。
横
浜

の
本
部
で
は
、
3
密
を
避
け
、
書
面
で
の
審
議
・

決
裁
を
多
く
し
、
事
務
職
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
入

れ
て
交
代
勤
務
を
採
用
す
る
な
ど
、
万
全
の
対

策
を
講
じ
て
お
り
、
役
員
や
職
員
、
皆
、
変
わ

り
な
く
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
下
さ

い
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
達
は
、
こ
の
見
え
な
い
敵
の

疫
病
禍
と
、
一
体
、
い
つ
ま
で
闘
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
14

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
黒
死
病（
ペ
ス
ト
）が
発
生
、

死
者
は
1
億
人（
新
型
コ
ロ
ナ
は
11
月
25
日
現
在
、

１
4
０
万
人
以
上
）、
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
は
半
減

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
科
学
・
医
療
の
進
歩
に
期
待
し
、
一

刻
も
早
く
感
染
禍
が
終
息
し
、
あ
の
酷
い
歴
史

が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。
コ

ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
の
発
明
者
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
や
金
メ
ダ
ル
を
何
個
も
差
し
上
げ
た
い
気
持

ち
で
す
。
宮
陵
会
々
員
の
皆
様
の
相
互
の
交
流

や
親
睦
が
１
日
も
早
く
再
開
で
き
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

会 長
久保  清治

■ 訃報　謹んでお悔やみ申しあげます。
2020（令和2）年 7月24日
大野　泰 様（23工経）元JFE会長・宮陵会代議員

元学校法人神奈川大学理事長

2020（令和2）年 8月5日
門山 廣文 様（33経）　前室蘭宮陵会会長・宮陵会代議員

2020（令和2）年11月5日
髙瀨 親史 様（40工経）茨城県宮陵会会長・宮陵会代議員

 ◇ 会議予定　理事会
2021（令和 3) 年 2月 ６日(土 )・3月 ６日(土)

 ◇ 年末年始休暇
2020(令和2)年12月28日(月)～2021(令和3)年1月6日（水）

 ◇ 地域組織 新代表者紹介
小池ゼミナール六池会	（49法）  　一戸貞壽氏
工学部応用化学科・物質生命化学科同窓会

（43応化）　岡田　繁氏
写真研究部 OB 会	 （48経）  　吉田良一氏

※登録いただきました情報は、皆様の個人情報の重要

性を深く認識し個人情報保護方針に従い適正な保護

管理に努めています。

宮 陵 会 事 務 局 か ら の お 知 ら せ

広告の種類（オールカラー、消費税別、円）
掲載面 サイズ（㎜） 掲載料

1 表２（１P） 左右190 ×天地276 100,000

2 表３（１P) 左右190 ×天地276 100,000

3 表４（１P) 左右190 ×天地276 110,000

4 中面（１P) 左右190 ×天地276 80,000

5 表2（1/2P) 左右190 ×天地130 55,000

6 表3（1/2P) 左右190 ×天地130 55,000

7 表4（1/2P) 左右190 ×天地130 60,000

8 中面（1/2P) 左右190 ×天地130 45,000

9 中面（1/3P） 左右190 ×天地  84 30,000

■掲載誌 /2021（令和３）年 4 月下旬発行

■発行部数 /60,000 部（全国の宮陵会正会員全員）

■掲載料 / 右記の表参照

■申込み締切 /2021（令和３）年 2 月 1 日（月）

■申込み方法 / 宮陵会事務局（宮内）
TEL. 045-481-5661（内線2451〜 3）
E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp
FAX. 045-413-0791

■入稿形態 /PDF-X1a（エックスワンエー）。
　イラストレーターの場合は「アウトライン化」してくだ

さい。
Windows Word の場合はそのままで結構です。

■お申し込みの内容によってはご希望に沿えない場合が
ございます。

企 業 広 告 募 集

 ◇ 住所等の変更
登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに
変更があれば、ご連絡をお願い申し上げます。

①神奈川大学ホームページ
卒業生のひろば (http://alumni.kanagawa-u.ac.jp/) ⇒
卒業生情報登録・変更のご案内

② FAX 045-413-0791
③ E-mail　kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp
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　「アマビエ疫病退散」　2020（令和 2）年10月制作 〈表紙絵の「絵はがき」プレゼント！ 詳細は 14 頁〉
　妖怪アマビエには３つの定義があるそうです。①鱗があること②嘴があること③足が3本あること。3本の足はどの方向から押
されても揺るぐことなく、どっしりと大地を踏みしめるということを念頭において描きました。疫病周回100 年説もあるようですが、
江戸時代後期の瓦版にすでにアマビエの記述があります。	 渡邊（旧姓内田）恵子　（宮陵会理事1977年法律卒）

表紙のことば

【リカレント教育等のアンケート回答でグッズをプレゼント】
　2021年４月に、みなとみらい駅に隣接しております
生涯学習の拠点で「神奈川大学みなとみらいエクステ
ンションセンター」が、みなとみらいキャンパス内に移
転いたします。
　みなとみらいキャンパスの開設を機に「神奈川大学み
なとみらいエクステンションセンター」では、従来の生
涯学習に加え、リカレント教育の充実を図ることで卒業

生の皆さまに対しても学習機会の拡大を図りたいと考え
ております。
　そのため、リカレント教育等のニーズ調査を実施し、
今後のリカレント教育の充実に役立てたいと考えており
ますのでアンケートへのご協力をよろしくお願いいたし
ます。

　みなとみらいキャンパスにご来校いただいた際には大学のグッズを進呈いたしますので、
是非お立ち寄りください。

■調査期間：2020年 12月14 日（月）〜 2021 年 1 月 15日（金）（予定）
■調査方法：ご回答は右のQRコードを読み取りいただき、画面に沿ってご回答ください。

所要時間は１分〜２分です。
■アンケートに関するお問合せ：神奈川大学　経営政策部経営政策課（045-481-5661）

　
母
校
は
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
設
や
新
学
部
の
設
置
な
ど
創
立
１
０
０

周
年
に
向
け
て
将
来
構
想
を
確
実
か
つ
強

力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
4
月
の

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
（
総
工
費

約
４
０
０
億
円
）
を
控
え
た
な
か
で
、
未
曾

有
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
、
遠

隔
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
授
業
と
従
来
の
対
面
授

業
と
を
併
用
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
授
業
」

を
展
開
す
る
一
方
、
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ

ず
在
学
生
全
員
の
学
修
継
続
の
た
め
の
「
学

業
継
続
支
援
金
の
支
給
」（
総
額
約
9
億
円
）

を
実
施
す
る
な
ど
、
理
事
長
・
学
長
を
中
心

と
し
て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
に

立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、定
款
に
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、

母
校
神
奈
川
大
学
の
教
育
・
研
究
の
発
展

を
期
し
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
通
じ
て
そ
れ
を

支
援
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
本

会
の
経
常
収
入
は
、
卒
業
生
（
正
会
員
）
及

び
在
学
生
（
準
会
員
）
の
会
費
収
入
に
負
い

ま
す
が
、
経
常
収
入
に
占
め
る
正
会
員
収
入

は
、
こ
こ
数
年
6
～
7
％
で
、
ほ
と
ん
ど
を

準
会
員
収
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が

現
状
で
す
。

【
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
定
款
第
3
条
　
こ
の
法
人
は
、神
奈
川
大
学
及
び
神
奈
川
大
学
大
学
院
の
建
学

の
精
神
を
重
ん
じ
、会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、会
員
の
協
力
の
も
と
に
、大
学
の
教
育
と
研
究
の
助
成
、及
び
そ
の

進
展
、維
持
後
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
】

宮
陵
会
本
部
へ
の
会
費
納
入
の
お
願
い

専
務
理
事
　
佐
藤
　
武

　
ま
た
、
在
学
生
の
会
費
（
4
年
間
で
２
５
、

０
０
０
円
）
は
昭
和
52
年
度
以
降
、
長
ら
く

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
の
厚
意
に
よ
り
学

費
（
授
業
料
、
施
設
設
備
資
金
）
と
と
も
に

委
託
徴
収
金
（
納
入
は
任
意
）
と
し
て
代
理

徴
収
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
社
会

情
勢
に
鑑
み
、
本
会
の
収
支
状
況
の
内
訳
に

関
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
保
護
者

に
説
明
責
任
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
、
常

に
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
母
校
は
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
を
は
じ

め
独
自
の
募
金
活
動
も
積
極
的
に
展
開
し

て
お
り
、
多
く
の
卒
業
生
や
企
業
か
ら
の
厚

志
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
会
も
、
こ
の

よ
う
な
困
難
な
状
況
に
今
一
度
思
い
を
致

し
、
給
付
奨
学
生
制
度
な
ど
本
会
独
自
の

事
業
を
通
じ
母
校
へ
の
更
な
る
貢
献
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
陵
会
本
部
へ
の
会
費

の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
改
め
て
ご
高
配
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
会
費

の
納
入
依
頼
は
、
毎
年
7
月
発
行
の
宮
陵

会
報
と
と
も
に
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
し

て
お
り
、
個
々
人
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
）



4

　
未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
収
束
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
明
る
い
話
題
を
と
考
え
、会
報
１
１
０
号
に

引
き
続
き
地
域
組
織
か
ら
の
魅
力
あ
る
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
紹
介

つ
い
に
2
人
が

「
若
き
薩
摩
の
群
像
」に
仲
間
入
り

鹿
児
島
県
宮
陵
会
　
山
中
　
憲
幸（
58
歳
）

　

鹿
児
島
の
偉
人
は
と
聞
か
れ
思
い
出
す

の
は
、西
郷
隆
盛
、島
津
斉
彬
、大
久
保
利

通
な
ど
と
思
い
ま
す
。鹿
児
島
に
来
ら
れ

た
方
は
、西
郷
さ
ん
の
銅
像
を
見
に
行
か

れ
る
方
が
大
半
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
、1
9
8
2
（
昭
和

57
）年
に
鹿
児
島
市
の
50
万
人
都
市
達
成

を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
「
若
き
薩
摩
の

群
像
」〈
JR
鹿
児
島
中
央
駅
東
口
広
場
、八

角
形
の
台
座
（
高
さ
9
.
5
㍍
）に
並
ぶ
ブ

ロ
ン
ズ
像
〉に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
の
群
像
は
、1
8
6
5
（
慶
応
元
）年

国
禁
を
犯
し
て
英
国
に
渡
り
、帰
国
後
に

日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
19
人
の
留
学

生
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
、文
化

勲
章
受
章
者
で
彫
刻
家
の
中
村
晋
也
さ
ん

が
制
作
し
ま
し
た
。留
学
生
に
は
、初
代
文

部
大
臣
の
森
有
礼
、サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
創
始

者
の
村
橋
久
成
、大
阪
商
工
会
議
所
初
代

会
頭
の
五
代
友
厚
ら
が
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立
当
初
は
、長
崎
出
身

で
通
訳
を
務
め
た
堀
孝
之
と
、土
佐
藩
脱

藩
後
に
薩
摩
藩
士
と
な
っ
た
高
見
弥
一
の

二
人
は
純
粋
な
薩
摩
藩
士
で
は
な
い
と
し

て
含
ま
れ
ず
、17
体
で
し
た
。38
年
経
っ
た

本
年
、よ
う
や
く
こ
の
2
人
が
加
わ
り
19

体
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。制
作
者
の
中

村
さ
ん
は
、建
立
当
初
か
ら
2
体
が
加
え

ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
、19

体
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
感
慨
深
く
思
い

な
が
ら
実
物
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
こ
の
留
学
生
の
こ
と
を
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、本
県
い
ち
き
串
木
野

市
に
「
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記
念
館
」が

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。こ
の
留
学
生
選
考
に
あ
た
り
、選
考
に

反
対
の
立
場
を
と
る
攘
夷
派
の
畠
山
義
成

（
の
ち
の
東
京
開
成
学
校
＝
東
京
大
学
の

前
身
＝
初
代
校
長
）も
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

や
ま
な
か
・の
り
ゆ
き

◎
会
長　

1
9
8
5（
昭
和
60
）年 

建
築
卒

宿
毛
市
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

高
知
県
宮
陵
会
　
成
岡
　
祐
輔（
55
歳
）

　
高
知
県
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
る

で
し
ょ
う
か
。鰹
の
た
た
き
、坂
本
龍
馬
、

よ
さ
こ
い
祭
り
、四
万
十
川
…
。実
は
高

知
県
に
は

皆
さ
ま
に

は
知
ら
れ

て
い
な
い

素
晴
ら
し

い
名
所
や

美
味
し
い

も
の
が
た

く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、

あ
ま
り
有
名
で
は
な
い
け
れ
ど
も
私
の
好

き
な「
宿
毛（
す
く
も
）市
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
宿
毛
市
は
高
知
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、愛
媛
県
と
の
県
境
近
く
に
あ
り
、人

口
は
2
万
人
弱
。「
海
と
山
と
川
と
が
あ

る
」と
い
う
わ
か
り
や
す
い
ほ
ど
の
田
舎

で
す
。宿
毛
に
は
私
の
経
営
す
る
会
社

（
高
知
市
）の
関
連
会
社
が
あ
り
、半
年
に

1
回
く
ら
い
の
割
合
で
社
員
た
ち
と
懇
親

会
を
行
い
宿
泊
し
て
い
ま
す
。人
々
は
温

厚
で
親
し
み
や
す
く
、い
つ
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。そ
ん
な
宿
毛
の
良
い

と
こ
ろ
は
、と
に
か
く
食
べ
物
が
旨
い
こ

と
。魚
は
黒
潮
が
豊
後
水
道
へ
流
れ
込
む

と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
の
で
旨
味
が
乗

り
、身
の
締
ま
り
も
抜
群
。宿
毛
港
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
近
隣
の
良
港
か
ら
も
新
鮮

な
魚
が
調
達
で
き
、し
か
も
驚
く
ほ
ど
安

い
の
で
す
。鰹
、鯵
、真
鯛
、鰤
（
ぶ
り
）と

き
て
、冬
は
グ
レ
の
鍋
で
す
ね
。貝
も
美

味
し
い
で
す
よ
。

　
川
は
四
万
十
川
が
有
名
で
す
が
宿
毛
に

は
清
流
・
松
田
川
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
の

鮎
や
川
エ
ビ
も
最
高
で
す
。山
の
幸
は
、

文
旦
や
小
夏
。甘
く
て
旨
い
。変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
「
直
七
（
な
お
し
ち
）」。ス

ダ
チ
の
仲
間
な
の
で
す
が
、香
り
や
味
が

上
品
で
宿
毛
の
刺
身
、寿
司
、焼
物
に
付

け
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。見
ど
こ
ろ

と
し
て
は
、咸
陽
島
（
か
ん
よ
う
と
う
）。

月
に
2
回
、満
月
と
新
月
の
干
潮
時
に
は

海
中
か
ら
道
が
現
れ
、歩
い
て
渡
れ
ま

す
。あ
と
は
宿
毛
湾
か
ら
見
え
る
「
だ
る

ま
夕
日
」で
す
。太
陽
が
海
に
沈
む
前
に

海
面
か
ら
も
う
一
つ
の
太
陽
が
せ
り
あ
が

り
「
だ
る
ま
」の
よ
う
に
見
え
、11
月
中

旬
か
ら
2
月
下
旬
に
か
け
て
10
回
あ
る
か

な
い
か
の
現
象
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
宿
毛
市
に
全

国
の
宮
陵
会
の
皆
さ
ま
が
お
越
し
く
だ
さ

れ
ば
幸
い
で
す
。母
校
神
奈
川
大
学
と
宮

陵
会
の
皆
さ
ま
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

な
る
お
か
・ゆ
う
す
け

◎
会
長　

1
9
9
0（
平
成
2
）年 

法
律
卒

在
学
中
の
思
い
出
と

名
称
の
い
わ
れ

愛
知
み
や
も
会
　
多
湖
　
秀
明（
72
歳
）

　
団
塊
世
代
の
受
験
戦
争
の
上
、

若き薩摩の群像

宿毛湾から夕陽を眺める（令和2年10月20日撮影）
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1
9
6
7
（
昭
和
42
）年
に
入
学
。間
も
な

く
学
生
運
動
が
激
し
さ
を
増
し
、2
年
生

の
前
期
か
ら
大
学
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。授

業
、ゼ
ミ
な
し
。部
活
か
四
畳
半
の
下
宿

で
ぐ
ー
た
ら
の
毎
日
。じ
ぁ
あ
と
、朝
か

ら
深
夜
ま
で
バ
イ
ト
、バ
イ
ト
、バ
イ
ト
。

工
場
の
夜
勤
や
日
雇
い
の
港
湾
労
働
者
、

運
送
屋
、レ
ン
タ
カ
ー
屋
、プ
ロ
コ
ー
ラ

ス
バ
ン
ド
（
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
）な
ど
社
会

勉
強
の
み
充
実
。4
年
次
の
学
生
課
は
就

職
斡
旋
な
し
で
「
自
分
で
探
せ
」。自
分

で
探
し
た
企
業
の
就
職
試
験
は
金
融
機

関
、営
業
職
な
ど
数
社
受
験
す
る
も
全
て

実
社
会
経
験
豊
富
の
お
か
げ
で
？
合
格
。

在
学
中
の
経
験
を
基
に
現
在
、名
古
屋
の

中
心
地
域
を
纏
め
る
こ
と
に
従
事
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、全

国
的
に
経
済
活
動
が
疲
弊
し
、厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。愛
知
県
経
済
も

早
期
回
復
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。名
古
屋
（
愛
知
）と
言
え
ば
①
三
英
傑

②
名
古
屋
め
し
（
鰻
の
ひ
つ
ま
ぶ
し
、味

噌
か
つ
、
八
丁
味
噌
、
あ
ん
か
け
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ
ー
、喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
、手
羽
さ
き
）③
航
空
機
関
連

産
業
で
す
が
、最
近
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
開

業
に
向
け
て
名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン

（
都
市
再
開
発
）を
実
行
中
で
あ
り
ま
す
。

訪
問
し
た
く
な
い
都
市
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、観
光
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。日
本
初
の
テ
レ
ビ
塔
の
改
修
、名
古

屋
城
本
丸
御
殿
の
復
元
（
完
了
）、レ
ゴ
ラ

ン
ド
、セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
リ
メ
イ
ク

な
ど
「
観
光
名
古
屋
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
み
や
も
会
の
創
設
は
か
な
り
古

く
、第
1
回
目
の
卒
業
生
の
誕
生
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
す
。1
9
3
3
（
昭
和
8
）年

卒
業
の
新
美
錬
戈
氏
（
名
古
屋
市
役
所
在

職
）が
、同
期
の
江
崎
正
夫
氏
ら
と
共
に

世
話
人
と
し
て
折
に
ふ
れ
て
、有
志
の
会

合
を
持
た
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。そ
の

後
、同
期
の
産
形
文
蔵
氏
が
名
古
屋
に
赴

任
さ
れ
て
育
成
に
努
め
ら
れ
、卒
業
生
の

増
加
と
共
に
活
発
と
な
り
、1
9
3
6

（
昭
和
11
）年
頃
に
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
名
称
は
、校
地
の
所
在
地
が
六
角
橋

町
宮
面
（
み
や
も
）と
い
う
往
時
の
地
名

に
由
来
し
て
お
り
、設
立
当
初
は
「
金
鯱

会
」と
仮
称
さ
れ
て
ま
し
た
が
、宮
面
、宮

面
ヶ
丘
は
母
校
を
象
徴
す
る
語
で
あ
り
、

母
校
を
懐
か
し
み
「
宮
面
会
」か
ら
「
み

や
も
会
」へ
。そ
の
後
の
紆
余
曲
折
を
経

て
、現
在
の
「
愛
知
み
や
も
会
」と
な
り

ま
し
た
。県
内
の
在
籍
会
員
は
2
、0
0
0

人
弱
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、T
O
Y
O
T
A
な
ど
自
動
車

関
連
企
業
へ
の
U
タ
ー
ン
就
職
す
る
卒
業

生
も
多
く
な
り
、若
年
層
会
員
の
増
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。伝
統
あ
る
愛
知
み
や

も
会
を
ま
す
ま
す
活
性
化
す
べ
く
努
力

し
て
い
ま
す
。

た
ご
・
ひ
で
あ
き

◎
会
長　

1
9
7
1（
昭
和
46
）年 

経
済
卒

宮
陵
会
は
母
校
と
地
域
を
結
ぶ

未
来
へ
の
懸
け
橋

新
潟
県
宮
陵
会
　
小
熊
　
正
志（
70
歳
）

　
わ
が
新
潟
県
宮
陵
会
は
1
9
6
5
（
昭

和
40
）年
8
月
、50
人
余
の
卒
業
生
に
よ

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。以
後
、総
会
時
に

様
々
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
な
が
ら
会
員

相
互
の
交
流
・
親
睦
を
図
る
と
共
に
、「
母

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
に
生
か
そ

う
！
」「
母
校
発
展
の
お
手
伝
い
を
し
よ

う
！
」と
い
う
心
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
き

ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
総
会
時
に
は
、箱
根
駅
伝
連

覇
の
時
に
8
区
と
9
区
を
激
走
さ
れ
た
佐

渡
出
身
の
岩
原
正
樹
さ
ん
（
平
成
11
年 

経
済
卒
）か
ら
「
箱
根
駅
伝 

プ
ラ
ウ
ド
ブ

ル
ー 

今
・
昔
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。語
ら
れ
る
言
葉
の
深
さ
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。ま
た
昨
年
は

「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
長
岡
」に
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
レ
ー
ス
を
盛
り
上
げ
る

走
り
、神
奈
川
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
爽
や
か
な
走
り
を
し
て
頂
く
と
共
に
、

地
元
長
岡
の
子
供
た
ち
と
並
走
し
な
が
ら

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
指
導
も
し
て
頂
き
ま
し

た
。そ
の
様
子
を
拝
見
し
た
時
、ス
ポ
ー

ツ
を
介
し
た
大
学
と
子
供
た
ち
と
の
未
来

形
を
直
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　「
母
校
と
の
ご
縁
を
も
っ
と
広
げ
た
い

な
！
」と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ

禍
。い
ま
だ
に
出
口
が
見
え
ま
せ
ん
。し

か
し
「
コ
ロ
ナ
と
闘
う
」か
ら
「
コ
ロ
ナ

と
共
生
す
る
！
」…
こ
こ
に
気
付
い
た
瞬

間
、明
る
い
出
口
の
光
が
見
え
て
き
ま

す
。「
今
、私
た
ち
は
2
年
先
の
未
来
を
生

き
て
い
る
」…
こ
の
I
T
関
係
者
の
言
葉

を
反
芻
し
な
が
ら
、新
潟
県
宮
陵
会
活
動

の
2
年
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

一
つ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

S
N
S
世
代
の
皆
さ
ん
へ
の
「
総
会
の

ご
案
内
」と
在
学
生
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

「
ご
縁
づ
く
り
」を
行
う
こ
と
。二
つ
目

名物　鰻ひつまぶし

岩原正樹さんが子供たちを指導したレース
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は
、母
校
と
新
潟
の
会
員
企
業
を
縁
結
ぶ

「
宮
陵
会
カ
フ
ェ
」を
ネ
ッ
ト
上
に
立
ち

上
げ
る
こ
と
で
す
。

　
来
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
み
な
と

み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」近
隣
に
は
、資
生

堂
研
究
所
な
ど
が
次
々
に
完
成
し
て
お

り
、学
生
と
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
新
た
な
価
値
の
創
造
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。新
潟
の
地
に
も
そ
の
脈
動
が
息
づ

く
環
境
を
作
り
た
い
、新
潟
県
内
各
地
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
2
、6
0
0
人
余
の
卒

業
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
・
親
睦
の
「
和
」

を
深
め
な
が
ら
。

お
ぐ
ま
・ま
さ
し

◎
会
長　

1
9
7
3（
昭
和
48
）年 

経
済
卒

大
谷
石 

砕
石
後
の
巨
大
地
下
空
間

栃
木
県
宮
陵
会
　
三
橋
　
英
之（
59
歳
）

　
現
在
、J
R
宇
都
宮
駅
東
口
の
再
開
発

が
本
格
的
に
始
ま
り
、ま
さ
に
県
都
宇
都

宮
の
顔
と
し
て
相
応
し
い
姿
に
変
貌
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を

は
じ
め
、
多
く
の
魅
力
あ
る
施
設
や

L
R
T
（
次
世
代
の
路
面
電
車
、Ligh

t 
R

ail T
ran

sit

）の
建
設
が
進
行
中
で
す
。

　
L
R
T
は
駅
か
ら
内
陸
最
大
規
模
の

清
原
工
業
団
地
方
面
へ
と
伸
び
ま
す
。朝

夕
の
渋
滞
問
題
解
決
の
た
め
や
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
計
画
さ
れ

ま
し
た
。何
も
な
い
所
に
新
た
に
建
設
す

る
の
で
、紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。鉄
道

フ
ァ
ン
は
も
と
よ
り
、視
察
の
た
め
に
多

く
の
方
々
が
来
訪
さ
れ
、経
済
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。ま
た
、L
R
T
は
繁
華
街
が

広
が
る
駅
西
口
方
面
を
大
谷
地
区
に
ま
で

延
伸
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

大
谷
地
区
は
大
谷
石
の
産
地
で
、近
年
採

石
後
の
巨
大
地
下
空
間
が
映
画
や
テ
レ
ビ

番
組
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど

で
話
題
を
集
め
、観
光
客
が
増
え
、洒
落

た
カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
が
新
た
に
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。宇
都

宮
餃
子
会
と
バ
ス
会
社
が
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、餃
子
食
事
券
付
き
乗
車
券
を
発
売

し
、休
日
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。宇
都
宮
市
は
日
光
や
那
須
に
も
近

く
、都
会
と
田
舎
の
要
素
が
両
方
味
わ
え

る
素
敵
な
街
で
す
。新
幹
線
で
東
京
か
ら

わ
ず
か
50
分
。在
来
線
は
グ
リ
ー
ン
車
が

付
い
た
15
両
編
成
の
電
車
で
や
っ
て
き
ま

す
。東
武
鉄
道
で
も
浅
草
・
北
千
住
方
面

か
ら
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
て
、前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、栃
木
県
宮
陵
会
の
魅
力
は
何
と
い
っ

て
も
現
役
世
代
や
女
性
の
参
加
が
多
く
、

年
々
仲
間
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。私

は
吹
奏
楽
部
O
B
で
す
が
、そ
の
後
輩

（
特
に
松
島
章
事
務
局
長
）が
良
く
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。現
役
世
代
が
諸
先
輩

と
若
い
世
代
の
橋
渡
し
を
す
る
運
営
が
円

満
な
会
へ
と
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。失
礼
な
が
ら
、年
寄

り
だ
け
の
集
ま
り
で
す
と
活
気
が
あ
り
ま

せ
ん
し
、若
い
世
代
に
は
近
よ
り
が
た
い

会
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。本
会
は

ど
の
世
代
に
も
会
員
が
お
り
、ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
心
地
良
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。ま
た
、総
会
や
納
会
後
の
懇

親
会
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
バ
ス
旅
行
な
ど
親
睦
を
深
め
る

行
事
も
企
画
し
て
い
ま
す
。今
後
も
末
永

く
和
や
か
な
会
が
続
く
よ
う
奔
走
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
結
び
に
栃
木
県
宮
陵
会
の
メ
ン
バ
ー
が

皆
さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。懇
親
会
な
ど
へ
の
飛
び
入
り

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「
宇
都
宮
と
言
え
ば
、餃
子
の
街
。大
谷

地
区
の
巨
大
地
下
空
間
で
プ
チ
観
光
は
い
か

が
。そ
し
て
、餃
子
に
カ
ク
テ
ル
で
乾
杯
!!
」

み
つ
は
し
・
ひ
で
ゆ
き

◎
会
長　

1
9
8
5
（
昭
和
60
）年 

法
律
卒

縄
文
文
化
と
持
続
可
能
な
社
会

青
森
県
宮
陵
会
　
工
藤
　
健（
63
歳
）

　
現
在
は
東
北
新
幹
線
で
東
京
駅
・
新
青

森
駅
間
は
約
3
時
間
。40
年
前
は
急
行
夜

行
列
車
で
青
森
駅
か
ら
上
野
駅
へ
は
12
時

間
か
か
っ
て
い
た
。そ
の
頃
の
4
倍
の
ス

ピ
ー
ド
で
す
。1
万
5
千
年
前
の
太
古
の

昔
は
、野
山
を
か
き
分
け
て
歩
く
か
海
を

伝
っ
て
た
ど
り
着
く
し
か
な
い
遥
か
な
距

離
で
し
た
。

　「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」が

世
界
文
化
遺
産
候
補
と
な
り
、今
年
9
月

に
は
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ

ス
）が
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
来
年
の
春
に
は
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
答
申
が
あ
り
、夏
に
は
世
界
遺
産
委

員
会
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
決
定
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
候
補
の
縄
文
遺
跡
群
は
、北
海
道
と
青

森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
の
北
東
北
三
県

の
17
遺
跡
が
対
象
で
、青
森
県
に
は
そ
の

中
心
と
な
る
三
内
丸
山
遺
跡
を
含
め
た
8

つ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。縄
文
時
代
の
文

化
は
、旧
石
器
時
代
の
の
ち
弥
生
時
代
ま

で
の
約
1
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
存
在
し

ま
し
た
。中
で
も
津
軽
海
峡
を
挟
ん
だ
北

小牧の遺跡の環状列石
中央の石を中心に直径55㍍の円状に独特な配列
で石が並ぶ

宇都宮市大谷地区の「大谷観音」
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東
北
と
北
海
道
の
縄
文
文
化
は
、土
器
や

墓
な
ど
の
生
活
様
式
か
ら
ひ
と
つ
の
文
化

圏
と
し
て
続
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。1
万
年
と
い
う
長
い
期
間
と
と
も

に
、土
器
や
土
偶
、人
々
の
生
活
跡
の
実

態
を
示
す
遺
跡
（
集
落
跡
、貝
塚
、低
湿
地

遺
跡
）や
祭
祀
、精
神
活
動
の
実
態
を
示

す
記
念
物
（
環
状
列
石
、周
堤
墓
）は
、当

時
が
高
い
精
神
性
を
持
つ
文
化
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、遺
跡
に

あ
る
貝
塚
も
、魚
貝
や
動
物
の
骨
と
と
も

に
人
体
の
骨
や
火
を
焚
い
た
後
も
見
つ
か

り
、単
な
る
ご
み
捨
て
場
で
は
な
く
、生

き
と
し
生
け
る
も
の
へ
の
供
養
の
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
青
森
市
の
小
牧
野
遺
跡
も
、山
の
斜
面

を
造
成
し
独
特
な
配
石
を
し
た
環
状
列
石

が
あ
り
、百
基
を
超
え
る
墓
と
と
も
に
大

規
模
な
土
木
技
術
を
駆
使
し
た
祝
祭
の
場

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
海
や
山
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
の
中

で
、生
活
に
必
要
な
だ
け
の
量
の
捕
獲
と

採
取
を
し
、与
え
ら
れ
た
動
植
物
の
命
に

感
謝
し
再
生
を
願
う
と
い
う
文
化
が
、

「
持
続
可
能
な
社
会
」と
し
て
長
き
に
わ

た
り
続
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。世
界
が

S
D

G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
、

Sustainable D
evelopm

ent G
oals

）
を

目
指
し
て
い
る
現
代
へ
の
大
き
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

く
ど
う
・
け
ん

◎
副
会
長　
1
9
8
0（
昭
和
55
）年 

経
済
卒

新
た
な
観
光
資
源

「
函
館
空
港
も
し
も
し
コ
ー
ナ
ー
」

函
館
宮
陵
会
　
杉
崎
　
和
紀（
72
歳
）

　
函
館
の
代
表
的
な
観
光
施
設
と
い
え

ば
、函
館
山
の
夜
景
、五
稜
郭
公
園
、湯
の

川
温
泉
な
ど
を
、全
国
の
皆
さ
ま
も
思
い

浮
か
べ
て
頂
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
観
光
施
設
は
全
国
の
観
光
地
と
同

様
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。国
に
よ
る
G
o
T
o
ト
ラ

ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、9
月
の

4
連
休
な
ど
で
は
そ
れ
な
り
に
回
復
し
た

も
の
の
、全
面
的
な
回
復
に
は
程
遠
い
よ

う
で
す
。

　
そ
の
中
で
一
過
性
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
「
函
館
空

港
も
し
も
し
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
札
幌
市
出
身
の
歌
手
中
島
み
ゆ
き
さ
ん

の
代
表
曲
「
糸
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
恋

愛
映
画
が
全
国
の
映
画
館
で
公
開
さ
れ
ま

し
た
が
、こ
の
作
品
は
道
内
各
地
で
ロ
ケ

が
行
わ
れ
、そ
の
一
か
所
が
函
館
空
港
2

階
に
あ
る
「
も
し
も
し
コ
ー
ナ
ー
」で

す
。国
内
線
の
出
発
ロ
ビ
ー
か
ら
保
安
検

査
場
を
通
過
し
た
搭
乗
客
と
、ロ
ビ
ー
の

見
送
り
客
と
が
ガ
ラ
ス
越
し
に
顔
を
見
な

が
ら
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
、電
話
型
の

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

映
画
の
題
名
の
「
糸
」な
ら
ぬ
、一
本
の

「
ケ
ー
ブ
ル
」で
繋
が
っ
て
会
話
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。同
様
の
設
備

は
宮
崎
空
港
や
秋
田
空
港
な
ど
に
も
設
置

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
映
画
の
中
で
は
、主
演
の
菅
田
将
暉
さ

ん
と
小
松
菜
奈
さ
ん
の
会
話
場
面
が
上
映

さ
れ
ま
す
。

　
現
代
は
、ど
ん
な
に
遠
く
に
離
れ
て
い

て
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
テ
レ
ビ
電
話

機
能
で
顔
を
見
な
が
ら
い
つ
で
も
会
話
が

出
来
る
時
代
で
、設
備
と
し
て
は
時
代
遅

れ
の
感
が
し
ま
す
が
、そ
の
ア
ナ
ロ
グ
の

感
じ
が
若
い
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
、「
ロ

ケ
地
巡
礼
」場
所
と
し
て
人
気
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
な
か
な
か
観
光
客
が
回
復
し
な
い
中
、

観
光
関
連
業
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、一

筋
の
光
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

す
ぎ
ざ
き
・
か
ず
の
り

◎
会
長　
1
9
7
1（
昭
和
46
）年 

経
済
卒

24
歳
で
英
国
に
移
住
を
決
断

ロ
ン
ド
ン
宮
陵
会
　
満
山
　
喜
郎（
73
歳
）

　「
♪
世
界
は
呼
ぶ
　
世
界
は
呼
ぶ
　
わ

れ
ら
神
奈
川
大
学
♪
」の
校
歌
に
あ
こ
が

れ
、海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
夢
見
て
い
た

私
は
、貿
易
科
で
中
村
邦
詮
ゼ
ミ
を
選
択

し
勉
強
に
没
頭
し
ま
し
た
。
卒
業
後
、

メ
ー
カ
ー
の
輸
出
部
で
働
き
ま
し
た
が
、

海
外
派
遣
に
は
社
内
で
三
年
の
修
行
が
条

件
と
い
う
こ
と
な
の
で
一
年
半
で
退
職
。

24
歳
の
時
、ま
っ
た
く
身
寄
り
の
な
い
英

国
へ
の
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
語
学
学
校
に
通
い
な
が

ら
、日
系
の
お
土
産
店
の
仕
事
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、ユ
ダ
ヤ
人

経
営
の
お
土
産
店
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、そ
し

て
取
締
役
へ
と
昇
格
し
10
年
間
勤
め
た
こ

ろ
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
脱
す
る
べ
く
退

職
、独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。84
年
の
独

立
後
、英
国
を
皮
切
り
に
ス
イ
ス
や
ド
イ

ツ
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
合
計
10
店
舗
の
お

土
産
店
を
展
開
し
て
お
り
ま
し
た
。が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
の
煽
り
を
受
け
、危
険
を
察

知
、早
々
と
撤
退
を
決
意
。最
終
的
に
当

時
の
西
武
グ
ル
ー
プ
の
堤
裕
二
氏
と
英
国

の
投
資
会
社
に
会
社
を
売
却
し
50
歳
で
お

土
産
店
経
営
か
ら
足
を
洗
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

を
立
ち
上
げ
、日
本
か
ら
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
65
歳
ま
で
続
け
た

保安検査場を通過した搭乗客側と、見送り客側
との間が全面ガラス張りで、ガラス面の途中に
ある柱3か所に2回線ずつ6回線が設置されて
おり、映画は5番で撮影された。
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コ
ロ
ナ
の
影
響
で
店
じ
ま
い
を
し
た
（
し

そ
う
な
）近
所
の
飲
食
店
の
動
静
の
方
が
、

よ
っ
ぽ
ど
気
に
な
り
ま
す
。小
さ
な
金
額

で
も
こ
ま
め
に
出
向
き
、互
い
に
助
け
合

う
こ
と
で
結
束
は
強
ま
り
、街
が
活
気
を

取
り
戻
し
、生
活
基
盤
の
軸
を
作
る
こ
と

に
発
展
で
き
る
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。コ

ロ
ナ
終
結
後
、大
統
領
が
誰
で
あ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
だ
っ
て
、少
年
野
球
チ
ー
ム
が
再
開

し
ま
し
た
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、

未
だ
試
合
の
開
催
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、隣
州
に
遠
征
す
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
し
た
。小
学
生
の
野
球
の
試
合
に
、

月
に
2
回
、片
道
5
時
間
掛
け
て
移
動
す

る
と
は
、狂
気
の
沙
汰
で
は
あ
り
ま
す

が
、い
や
は
や
、こ
れ
も
、い
ず
れ
楽
し
い

思
い
出
と
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。渡

米
19
年
、苦
境
の
中
、ま
だ
ま
だ
頑
張
り

ま
す
！

さ
は
ら
・
ゆ
う
す
け

◎
会
長　
1
9
9
6（
平
成
8
）年 

国
経
卒

後
、社
員
に
株
式
を
す
べ
て
無
償
で
譲
り

渡
し
現
役
を
引
退
。よ
う
や
く
自
由
の
身

に
な
れ
た
私
は
、大
好
き
な
ゴ
ル
フ
と
旅

行
を
し
な
が
ら
の
ん
び
り
暮
ら
そ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、故
郷
福
島
は
地
震
、津
波
、原
発
、

そ
し
て
風
評
被
害
と
未
曾
有
の
被
害
を
受

け
ま
す
。故
郷
の
悲
惨
な
姿
に
打
ち
の
め

さ
れ
た
私
は
、海
外
に
い
る
自
分
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
自
問
自
答
を
繰
り

返
し
た
挙
句
、隠
居
生
活
を
返
上
、福
島

県
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
始
め

「
風
評
被
害
の
払
拭
」に
奔
走
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
、福
島
民
報
新

聞
と
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
&
チ
ェ
ル
シ
ー
王
立

区
の
支
援
を
受
け
、英
国
民
が
福
島
を
支

援
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
福
島
庭
園
」

を
ロ
ン
ド
ン
市
内
に
造
設
し
ま
し
た
。ま

た
一
昨
年
に
は
福
島
県
本
宮
市
に
英
国
庭

園
を
造
設
し
、両
庭
園
の
締
結
を
実
現
。

昨
年
に
は
政
界
で
活
躍
さ
れ
た
英
国
人
と

共
に
本
宮
市
か
ら
交
流
親
善
大
使
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
4
（
平
成
26
）年
に

は
復
興
に
取
り
組
む
福
島
の
姿
を
英
国
民

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、英
国
国
会

議
事
堂
・
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
で

「
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
展
」を
開
催
し
、話

題
と
な
り
ま
し
た
。英
国
関
連
以
外
の
イ

ベ
ン
ト
で
宮
殿
が
使
用
さ
れ
る
の
は
初
め

て
と
の
こ
と
で
、そ
の
こ
と
で
も
大
き
な

話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
来

年
3
月
に
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お

り
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
断
念
。

現
在
、バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
開
催
に
向
け
日

夜
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

み
つ
や
ま
・
よ
し
お

◎
会
長　
1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

貿
易
卒

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
が
一
変

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
宮
陵
会
　
佐
原　
雄
介（
47
歳
）

　
小
学
校
の
休
校
が
発
表
さ
れ
た
3
月
某

日
、愚
息
は
少
年
野
球
の
チ
ー
ム
練
習
に

没
頭
し
、私
は
、出
張
日
程
を
ぼ
ん
や
り

と
眺
め
な
が
ら
、ウ
イ
ス
キ
ー
を
ち
び
ち

び
呑
ん
で
お
り
、日
常
生
活
そ
の
も
の
。

ま
さ
か
、そ
の
後
、6
か
月
に
わ
た
る
夏

休
み
に
突
入
し
よ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。毎
日
3
食
を
支
度

し
、勉
強
時
間
に
は
横
に
座
り
（
目
を
そ

ら
す
と
直
ぐ
に
さ
ぼ
る
息
子
を
）蹴
り
飛

ば
し
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
野
球
指
導
を
学

び
つ
つ
、日
々
の
練
習
に
付
き
合
う
こ
と

に
な
る
と
は
。我
が
人
生
が
1
8
0
度
変

わ
り
ま
し
た
。子
供
と
の
密
な
時
間
を
過

ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
、ま
た
、私
の
料

理
の
腕
前
が
格
段
に
上
が
っ
た
こ
と
は
一

生
語
れ
る
物
語
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
10
月
26
日
、

巷
で
は
、大
統
領
選
挙
の
話
題
で
持
ち
切

り
で
す
。こ
こ
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
」で
は
、

割
と
偏
っ
た
意
見
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
民
主
党
の
牙
城
が

故
で
し
ょ
う
か
（
極
め
て
私
見
で
す
）。

ど
ち
ら
が
勝
利
し
て
も
「
あ
ー
、や
っ
ぱ

り
、そ
ー
か
」と
い
う
結
論
に
な
る
の
で

し
ょ
う
が
、直
接
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
薄

い
我
々
ガ
イ
ジ
ン
と
し
ま
し
て
は
、（
無

論
、大
統
領
選
挙
は
と
っ
て
も
大
事
で

す
）、実
の
と
こ
ろ
、そ
れ
よ
り
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
中
に
生
き
る
人
間
と
し
て
、

2019年6月福島県本宮市にある英国庭園にて交流親善
大使任命式（右端が筆者）

2014年7月英国国会議事堂・ウェストミンスター宮殿
で「 起き上がりこぼし展 」開催当日ロード・ハウエル
上院議員と国会議事堂前で取材を受ける

ロスアンゼルスの街並み


